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市民1人あたりの予算の使いみち（一般会計）

保健・医療・福祉の
充実に

122,675円
25.8%

子育ての支援に
73,125円
15.4%

計画的なまちづくりに
22,973円　4.8%

地域経済の発展に
19,227円　4.1%

行政運営に
21,120円　4.4%

環境・リサイクルに
17,896円　3.8%

共生と参加のまちづくりに
16,066円　3.4%

区政の振興に
11,149円　2.3%

港湾の整備に
8,898円　1.9%

学校教育と
生涯学習に
69,833円
14.7%

道路・公園緑地・河川・
下水道の整備と
安全なまちづくりに
63,235円  13.3%

交通・水道の経営安定に
1,281円　0.3%

その他
27,713円
5.8%

市民1人あたりの
歳出総額
475,191円
（100％）
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